平成２２年度　研究協議「危機管理の事例研究」演習事例
〔　中学校　〕 
【事例Ａ】不登校
	２年３組の学級は、１学期の中間テストが終わった５月末から落ち着きがなくなり、始業の合図があっても席に着かず、授業中の私語が多くなった。そのような中、数名の男子生徒は、自分たちの意見が通らないと、大声で騒いだり、ドアを蹴ったりするなど粗暴な言動を見せるようになった。
　学級委員のＡ子は、騒がしい学級が気になり担任に相談した。担任のＢ教諭は、ふだんから学級に問題が起こったときは、学級委員に解決を任せており、今回のことも学級委員に任せただけであった。Ａ子は解決しようと努力したが、そういうＡ子へ男子生徒からの風当たりも強くなった。学級の騒がしさは収まらず、Ａ子は精神的に疲れを感じ、次第に登校するのが辛くなり遅刻や欠席が多くなってきた。それでも、Ｂ教諭は、Ａ子に任せっきりで何もしなかった。
Ａ子は、とうとう登校できなくなり、母親が学校に「何とかしてほしい。」と相談に来た。


【事例Ｂ】不条理な苦情
	　Ａ男はサッカー部に所属し、熱心に練習に取り組んできた。そして、２年生のときからレギュラー選手として、毎回のように試合に出ていた。
　３年生になって、それまで顧問であったＢ教諭は別の部活動の顧問となり、サッカー部はＣ教諭が指導することになった。Ａ男は熱心に練習したが、周りの生徒も上達し、試合への出場機会が２年生のときよりも少なくなった。
　Ｃ教諭は、生徒たちに対して、公平に指導に当たる教師であったが、Ａ男は父親に「Ｃ教諭は、自分の気に入った生徒を試合に出していると思う。自分はＣ教諭に気に入られていないから、試合に出してもらうことが少なくなったと思う。」と漏らした。
　次の日、父親は学校に行き、教頭に「Ｃ教諭は、生徒をひいきしている。顧問を替えてほしい。」と強い口調で言った。


【事例Ｃ】学校事故
	  理科担当のＡ教諭は、授業で、水素の性質を確認させる実験を行った。フラスコで発生させた水素を試験管に集め、マッチの炎を近づけて小さな爆発を起こさせるという手順を実験前に説明し、マッチの炎を近づける際には、必ず水素発生装置を遠ざけ、試験管の水素にのみ点火するよう指導した。
　ところが、ある班のＢ男が、フラスコ内で水素発生の反応が進んでいる最中に、フラスコからつながるガラス管にマッチの炎を近づけたところ、フラスコが爆発し、その破片でＣ男が目を負傷してしまった。
　Ａ教諭は実験を中断し、Ｃ男を保健室に連れて行った。養護教諭は近くの病院に電話連絡をし、タクシーでＣ男を病院に連れて行った。教頭はＡ教諭から報告を受けて、この事故について知った。


〔研究協議の視点〕
選択した事例について、学校としてどのように対処していくか、【教頭自身が行う内容・留意点】及び【教頭が教職員に指示する内容・留意点】の二つの立場から検討してください。なお、問題がこじれた場合や電話取材等があった場合を想定した、マスコミへの対応も検討してください。
	１　初期対応
　　 ・情報の収集と問題点の整理
２　解決に向けての方策
　 　(1)教職員への具体的な対応及び情報の管理
     (2)児童生徒、保護者への具体的な対応及び情報の管理
 　　(3)関係機関への具体的な対応及び情報の管理
３　再発防止に向けての方策


※配布資料の準備は必要ありませんが、対応・方策等についてポイントを押さえ、簡潔に説明できるように準備をお願いします。

